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先
の
大
戦
に
お
い
て
、外
地
等（
事

変
地
の
区
域
又
は
戦
地
の
区
域
）
に

派
遣
さ
れ
、
戦
時
衛
生
勤
務
に
従
事

さ
れ
た
旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護

婦
及
び
旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦
の
方

（
慰
労
給
付
金
受
給
者
を
除
く
）
に

対
し
て
、
そ
の
御
労
苦
に
報
い
る
た

め
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈

し
て
お
り
ま
す
。

　

請
求
期
間
は
、
平
成　

年
３
月　

日
ま
で
で
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
先
ま
で

連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
本
人
ま
た
は
家
族
な
ど
か
ら
の
連

絡
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

〒
１
０
０
―
８
９
２
６

　
東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
２
―
１
―
２

総
務
省
大
臣
官
房
管
理
室
業
務
担
当

☎
（03）
５
２
５
３
―
５
１
８
２（
直
通
）

　

次
の
要
件
を
満
た
す
戦
没
者
等
の

父
母
、
祖
父
母
の
方
に
特
別
給
付
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

○
支
給
対
象
者

　

次
の
方
々
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

①�

第
二
十
一
回
特
別
給
付
金
国
庫
債

券
「
い
号
」
を
受
け
ら
れ
た
戦
没

者
等
の
父
母
、
祖
父
母
の
方
で
、

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方

・�

平
成
20
年
４
月
１
日
に
お
い
て
公

務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
等
を
受
け

る
権
利
又
は
受
け
る
資
格
を
有
す

る
こ
と

・�
平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に

自
然
血
族
で
あ
る
子
も
孫
も
い
な

い
こ
と

②�

第
二
十
一
回
特
別
給
付
金
国
庫
債

券
「
い
号
」
を
受
け
て
お
ら
れ
な

い
戦
没
者
等
の
父
母
、
祖
父
母
の

方
に
あ
っ
て
は
、
次
の
い
ず
れ
に

も
該
当
す
る
方

・�

昭
和
42
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
20

年
４
月
１
日
ま
で
引
き
続
き
公
務

扶
助
料
、
遺
族
年
金
等
を
受
け
る

権
利
又
は
資
格
を
有
す
る
こ
と

・�

戦
没
者
等
の
死
亡
し
た
当
時
に
戦

没
者
等
以
外
に
子
も
孫
も
な
く
、

そ
の
後
、
平
成
20
年
３
月
31
日
ま

で
に
自
然
血
族
で
あ
る
子
も
孫
も

い
な
い
こ
と

○
支
給
内
容

　

額
面
１
０
０
万
円
、
５
年
償
還
の

記
名
国
債

○
請
求
期
限

　

平
成
23
年
４
月
18
日
ま
で

○
請
求
窓
口
・
お
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
Ｇ
（
内
線
２
３
７
）

　

盲
学
校
で
は
、
視
覚
に
障
害
の
あ

る
乳
幼
児
、
児
童
生
徒
及
び
そ
の
保

護
者
、
教
員
、
中
途
視
覚
障
害
者
等

に
対
し
て
、
教
育
相
談
や
必
要
な
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

少
し
で
も
お
力
に
な
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
ら
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
主
な
相
談
・
支
援
の
内
容　

・�

使
い
や
す
い
教
材
教
具
の
紹
介
や

貸
し
出
し

・�

レ
ン
ズ
な
ど
視
覚
障
害
を
補
う
た

め
の
用
具
の
紹
介
や
体
験

・�

あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、
は

り
師
、
き
ゅ
う
師
の
資
格
取
得
に

つ
い
て　

○
お
問
い
合
わ
せ

　

茨
城
県
立
盲
学
校

　
　
　
　
　
　

学
習
支
援
・
相
談
部

　

☎
０
２
９
（
２
２
１
）
３
３
８
８

　

本
年
度
の｢

五
霞
ふ
れ
あ
い
祭
り｣

の
開
催
が
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し

た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
日
時　

11
月
２
日
㈰

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
予
定
）

○
場
所　

五
霞
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

○
内
容　

発
表
、
出
店
、
そ
の
他

※�

詳
細
に
つ
い
て
は
、
決
ま
り
次
第

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

ふ
れ
あ
い
祭
り
運
営
委
員
会
事
務
局

　
（
企
画
・
情
報
Ｇ　

内
線
２
２
１
）

　

そ
れ
は
男
女
が
お
互
い
に
そ
の
人

権
を
尊
重
し
つ
つ
、
責
任
も
分
か
ち

合
い
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、
そ
の

個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
社
会
で

す
。

　

平
成
11
年
６
月
制
定
、
男
女
共
同

参
画
社
会
基
本
法
で
は
「
男
女
共
同

参
画
社
会
」
を
こ
の
よ
う
に
定
義
づ

け
て
い
ま
す
。
男
女
が
、
社
会
の
対

等
な
構
成
員
と
し
て
、
自
ら
の
意
思

に
よ
っ
て
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

お
け
る
活
動
に
参
画
す
る
機
会
が
確

保
さ
れ
、
も
っ
て
男
女
が
均
等
に
政

治
的
、
経
済
的
、
社
会
的
及
び
文
化

的
利
益
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
、

か
つ
、
共
に
責
任
を
担
う
べ
き
社
会

で
す
。（
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本

法
第
２
条
第
１
号
よ
り
）

○
人
は
誰
で
も
、
た
く
さ
ん
の
可
能

性
を
も
っ
て
生
ま
れ
て
き
ま
す
。「
女

だ
か
ら
」
と
か
「
男
だ
か
ら
」
と
い

う
だ
け
で
そ
の
可
能
性
が
狭
め
ら
れ

る
こ
と
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を

活
か
し
、
い
ろ
い
ろ
な
生
き
方
を
認

め
合
う
こ
と
が
で
き
る
社
会
。
そ
れ

は
女
性
に
新
た
な
可
能
性
を
開
く
と

同
時
に
男
性
に
も
新
た
な
可
能
性
の

扉
を
開
く
社
会
で
す
。

○
個
人
の
意
思
を
尊
重
し
、
自
ら
の

意
思
に
基
づ
い
て
、
生
き
方
を
選
択

で
き
る
社
会
。
社
会
の
構
成
員
と
し

て
家
庭
、
学
校
、
地
域
、
職
域
な
ど

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
、
男
性
も
女
性
も

人
と
し
て
共
に
考
え
、
共
に
取
り
組

む
社
会
で
す
。

○
も
の
ご
と
の
決
定
段
階
に
参
加
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
計
画
し
て
い
く

段
階
か
ら
主
体
的
に
関
わ
っ
て
意
見

を
反
映
さ
せ
て
い
く
の
が
参
画
で

す
。
政
治
や
行
政
の
場
だ
け
で
は
な

く
、
仕
事
、
地
域
活
動
、
教
育
な
ど

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
、
自
ら
の
意
思
に

基
づ
い
て
参
画
す
る
機
会
が
確
保
さ

れ
る
社
会
で
す
。

　

男
女
が
互
い
に
協
力
し
、
家
庭
生

活
と
仕
事
や
地
域
活
動
を
行
い
、
共

に
支
え
合
い
責
任
を
分
担
し
な
が

ら
、
人
間
ら
し
い
生
き
方
が
楽
し
め

る
社
会
で
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

☎
（84）
３
５
９
５

▪
旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護

婦
及
び
旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦

の
み
な
さ
ん
へ
内
閣
総
理
大
臣

名
の
書
状
を
贈
呈
し
ま
す

（
健
康
福
祉
課
）

▪
戦
没
者
等
の
父
母
、
祖
父
母

の
み
な
さ
ん
へ
特
別
給
付
金
が

継
続
支
給
さ
れ
ま
す
。

（
健
康
福
祉
課
）

▪
茨
城
県
立
盲
学
校　

学
習
相

談
・
支
援
の
お
知
ら
せ

（
健
康
福
祉
課
）

▪
五
霞
ふ
れ
あ
い
祭
り
の
開
催

に
つ
い
て

▪
男
女
共
同
参
画
社
会
を
ご
存

知
で
す
か
？

（
企
画
財
政
課
）

（
総
務
課
）

男
女
共
同
参
画
社
会
っ
て
ど
ん
な

社
会
？
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31


